上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　　　　第１５号　１９９９年５月
堀　内　英　樹
を支持する会
お世話になり、ありがとうございました。

─ 議会議員選挙を振り返って ─

4月に行われた上牧町議会議員選挙では、多くの方々から身に余るご支援を

賜り、再び町議会に送り出して頂きました。心からお礼申し上げます。この

感激を決して忘れることなく、精いっぱいの努力をいたしますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

平成12年度からの介護保険や地方分権など、議会の役割がますます大きく

なるのとは裏腹に、上牧町議会はまるで議員同士のケンカの土俵にさえなって

いました。そこで、私は「福祉・安心の町づくり」と「議会を刷新、市民の手に」

をテーマに、議会選挙に再挑戦しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　堀　内　英　樹
	上牧町議会議員選挙結果

	 候 補 者 名
	確定得票
	得票率％

	　堀内　英樹
　榊原　良恵
　川田　隆男
＊吉中　隆昭
　平井　陽子
＊服部　公英
＊武田千加代
＊吉川　米義
＊石丸　典子
＊今中　伸行
＊康村　昌史
＊杉田　盛治
＊芳倉　利次
＊東　　充洋
＊木内　利雄
　車谷加奈枝
	1,129
  995
  951
  924
  883
  825
  677
  674
  631
  573
  493
  487
  484
  447
  399
  388
	9.26
8.16
7.80
7.58
7.24
6.77
5.55
5.53
5.17
4.70
4.04
3.99
3.97
3.67
3.27
3.18

	＊辰巳　親男
＊池田　一志
　原田　光博
　北野　明則
　西村　和真
	  383
  364
  339
  141
    8
	3.14
2.98
2.78
1.16
0.07


◆提言と公約を配布　　　　　

　選挙に臨むにあたって、この4年間の

総力を結集した「提言と公約」をお手元

にお届けいたしました。これに応えて

多くの皆さんから数々の意見や激励を

寄せて頂きました。

　また始発便から主なバス停留所にも

お伺いし、ふだんはお目にかかれない

皆さんとの対話も行いました。

◆街頭演説と個人演説会で

　選挙には連呼が付き物とされています

が、住民からの苦情が絶えません。

今回も“選挙妨害？”とかで、候補者が

住民を警察に突き出す一幕もありました。

連呼で迷惑をかけているのはむしろ

候補者の方です。

　私たちは連呼をいっさい行わず、街頭

演説で有権者皆さんに訴えました。

　また、片岡台と桜ヶ丘で個人演説会を

開きました。

　　　　　　　　（次の頁につづきます）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得票率：有効票12,195票の百分比、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊印：現職

議員選挙の総費用は、１３３万円余でした。

上牧町の選挙のあり方を問い、前回と同じく「金のかけない選挙」に取組みました。具体的には、①特別な選挙事務所は設営しない、②有権者に酒食のもてなしや金品の提供は絶対しない、③選挙費用の収支を公開することでした。

選挙運動期間中だけでなく、後援会活動を含めての総費用をご報告いたします。今回の法定選挙費用は２２１万円余でしたが、皆さんのご理解とご協力のお陰で、その６割の費用で賄うことができました。なお、前回の費用は145万円でした。

議会議員選挙の総費用収支報告

	
	選挙運動費用※
	後援会活動費用
	総　費　用

	（収入の部）
	円
	円
	円

	自己資金
	   838,545
	       494,641
	     1,333,186

	合　　計
	   838,545
	       494,641
	     1,333,186

	（支出の部）
	円
	円
	円

	人件費
	      218,000
	        54,000
	       272,000

	広告費
	      379,575
	             0
	       379,575

	印刷費
	      199,500
	       371,700
	       571,200

	通信費
	       15,340
	        11,658
	        26,998

	食糧費
	       26,130
	        14,700
	        40,830

	事務費
	            0
	        42,583
	        42,583

	合　　計
	      838,545
	       494,641
	     1,333,186


　　　　※ 選挙運動費用収支報告は、上牧町選挙管理委員会に報告済です。

議員選挙から見えるもの

♦投票率が６７%と2.8ポイント上昇した

選挙当日有権者が18,828人と、平成7年の選挙と比べ1,228人増えました。

投票率が上昇したこともあり、投票数は12,396票と、1,097票増えました。

この状況は、当選ラインが前回よりかなり上ったことでも伺えます。

♦議員の３分の１近くが入れ代った

当選議員16人のうち現職議員は11人と、激しい新旧交代が行われました。

この傾向は先の奈良県議会議員選挙でも見受けられ、いま全国的な流れです。

当選者のうち、現職議員の平均得票が601票であるのに対し、新人・元職の

平均が869票と、その落差が目につきました。（ただ私の得票は、力からして

３倍にも頂き過ぎていますが・・・）

♦女性議員がいっきょに5人になった

今年の統一地方選挙の話題の一つが、女性議員の躍進にあります。奈良市の

6人、生駒市の5人のほか、町村での5人は恐らく例がないと思われます。

身近な暮らしのことやとかく男中心に運営されてきた議会の浄化、とりわけ

上牧町での躍進は大いに歓迎したいと思います。

続 編　介 護 保 険 Ⅰ
介護保険のスタートまで1年を切り、１０月から給付申請受付や要介護認定、保険証の交付が始まります。これに備えて、この６月議会から町条例の制定が行われます。しかし、その一方では政局がらみで“先送り論”まで取りざたされています。最近の状況やこれからの問題点をお伝えし、ともに考えたいと思います。

☆介護保険の先送りは、問題の解決にならない

♦市町村の４割強が延期を望んでいる（日経）、政府与党、介護保険実施前に

解散論も・負担増の反発怖い（朝日）などの新聞報道がありました。

♦サービス体制整備の遅れや介護保険料の設定、要介護認定の難しさ、財政

負担など地方を中心に課題があるのは事実です。それでも市町村の事業

として実施しなければなりません。

♦“介護地獄”とまでいわれています。決してひとごとではありません。

介護をこれまでの家族まかせから、社会全体で支えることに切り替えること

には、とても大きな意味があります。

介護保険導入によって新たな雇用を拡大させ、地域経済活性化への効果も

期待できます。上牧町にとっては、“福祉自治”への出発でもあります。

☆上牧町の介護保険料は、なぜ高め？なのか

♦「上牧町の保険料は全国平均より高めになる」と、３月議会で担当課長が

答弁しました。その理由は「需要調査で介護の利用が多いため」といいます。

♦保険料（65歳以上の第１号被保険者）は、要介護高齢者数と介護サービスの

単価で決まります。つまり介護サービスの質量が高ければ保険料に跳ね返り、

　　保険料を安くすれば介護サービスを押さえなければならない仕組みです。

♦上牧町の場合は、他の市町村に比べかなり事情が違います。それは介護施設

（特別養護老人ホーム、老人保健施設、療養型病床群）が人口規模からして

特に多いのです。

♦在宅介護費用（平成10年度試算）は月額6〜35万円であるのに対し、施設

介護費用は31.5〜46.1万円とたいへんな高額です。

介護施設が町内にあるのは結構なことですが、住民の保険料に跳ね返った

のでは、住民はとてもたまったものではありません。

♦上牧町に強く要望します。①これまで以上に在宅介護の充実を図ること。

②上牧町の保険料が割高になることがないように最大限の努力をされたい。

③国民健康保険の二の舞いにならないように、政府に対し「特別調整交付金」

などの施策を要請して頂きたい。

続 編　   介 護 保 険 Ⅱ
☆老人保健福祉計画の見直しも大切に

♦老人保健福祉計画は、老人福祉法と老人保健法に基づいて平成5年に制定され、今年度

　が目標年次となっています。在宅介護や痴呆性老人への援助をテーマとして、いま読み

　返してみても立派な内容です。

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	老人保健福祉計画

	介護保険
	


♦老人保健福祉計画と介護保険制度との関係は　　　　高齢者福祉イメージ図
右のイメージ図のとおり、介護保険は老人

福祉の一部を担うに過ぎません。

　各市町村の取組みや介護保険事業計画策定委員

　会の審議から分かることは、介護保険さえ何と

　かすれば、老人福祉が解決するような錯覚が

　あるようです。

♦上牧町でも介護保険事業計画策定委員会が昨年10月に発足し、老人保健

福祉計画の見直しについても審議されています。委員は公募されず、審議や

　　議事録はたっての申し入れにもかかわらず、いまでも非公開となっています。

    いまからでも遅くはありません。住民参加の介護保険実現のために、重ねて

　　審議と議事録等の全面公開を求めます。

議会あれこれ

　☆5月14日（金）に選挙後初めて、議会構成のため臨時議会が招集されました。

　　上牧町議会のこれまでのいきさつと選挙結果を踏まえて、提案をしました。

　　「議会はあくまで議員16人の連帯責任であり、その運営はぜひとも“全員

　　野球”でやって貰いたい」と。

· 議長・副議長選挙は、全議員を前にしての立候補表明と所信表明によって

行われました。上牧町議会では画期的な試みです。

６月定例会からの議会運営を皆さんでしっかりと見守ってください。

皆さんにできるだけ傍聴に来ていただくために、議会日程を早く決めて、

住民に前もってお知らせできるように申し入れもしました。

	　議会議員選挙の報告をさせていただきました。

介護保険はこれからが目をはなせません。

「市民のこえ」をこれからもよろしく。
　　電　　　話　　 eq \o\ad(32-0022,　　　　　　)　　　　　　　

　　ファックス　　 eq \o\ad(33-2258,　　　　　　)　　　　　議会議員　堀　内　英　樹
　　電子メール　　 eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)          上牧町桜ヶ丘１−１８−１


　おことわり：古紙一〇〇％の再生紙を使っております。少し読みづらいですが、ご理解ください。
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